
計画名 第２次杵築市環境基本計画の一部（R5.3策定）

提出機関名 杵築市 対象
地域 杵築市全域

メイン課題 水質改善、貯留・涵養、生態系

計画概要
「川の水がきれいで、安全な水、豊かな水環境がある」や「川と森、田畑
がひとつにつながった豊かな緑の自然が守られている」等４つの重点目標
を推進することで、「豊かな自然との共生と快適な地域環境の創造」を目
指し、計画全体では各種施策の実施により望ましい環境像の実現を目指す。

計画の特徴
豊富な自然が残る八坂川や希少生物であるカブトガニが生息し「日本の重
要湿地500」に選定されている守江湾の干潟を有する本市では、森林から
川、海につながる健全な水循環が、生き物の命を育む源であるということ
を重要視し、流域マネジメントに取組む。

【実施体制】 杵築市（計画策定主体）

地方
公共
団体

都道府県 -

政令指定都市 ‐

市区町村 〇
国の地方支分部局 -

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇
その他 -

【新規】「第２次杵築市環境基本計画」の一部の概要

計画対象地域（杵築市全域）

○推進体制

○進行管理

○計画体系

※水循環に係る施策は多岐に渡るが、赤枠が特に水循環に係る基本目標。

市民・事業者・市がお互いの役割を理解し、共に行動する
パートナーシップ(協働)体制の確立をめざしつつ計画を推進。

毎年度、各施策の進捗状況と重点目標の達成状況を取りまとめ、
「環境保全審議会」に報告し、評価、検討協議を行い、PDCAサ
イクルのもと計画の改善等を行う。

地理院地図を加工して作成


